[image: image1.png]



南部生涯学習センター学習情報紙　あしだがわ　１４２号
２０１６年（平成２８年）８月
発行　　南部生涯学習センター　
住所　　福山市沼隈町大字草深１８８９番地６
電話　　９８０－７７１３
FAX　　９８７－２３８２　
e-mail  nanbu-shougai-gakushuu@city.fukuyama.hiroshima.jp
[image: image2.png]



宮沢賢治　生誕１２０年　吉田路子の切り絵の世界

作品展示

とき　８月２３日火曜日から８月２６日金曜日　１３時３０分から１５時

ところ　沼隈図書館　２階市民ギャラリー

講師プロフィール　
やまねこ母さん　吉田路子さん
宮澤賢治のふるさと岩手県花巻市出身。東北の風土を色濃くした作風で賢治の童話の世界を切り絵にした制作を続けています。また，賢治作品の朗読を始めて20年余り。柔らかな花巻弁の語りは大好評を博し，各地で朗読活動を行っています。
チェロ演奏　渕上　恵子さん

新市町出身。山形交響楽団にチェリストとして20年在籍。現在は地元で音楽活動を続けています。吉田さんとの出会いが朗読会でのコラボにつながりました。
やまねこ母さんのお話し会　セロ弾きのゴーシュ

とき　８月２６日金曜日　１３時３０分から１５時

セロ弾きのゴーシュあらすじ

[image: image3.bmp]ゴーシュは町の金星音楽団で，セロを弾く係。あまりのへたさに楽長から激しく叱られていました。そんなゴーシュのもとに，カッコウを始め様々な動物が毎夜訪れ…。


報告　センター人権・社会教育活動事業

子ども大学　夏休み探検ツアー　内海・横島大冒険

７月３１日日曜日に，内海町の横島で子ども大学夏休み探検ツアーが開催されました。

内海市民交流センター内にある，展示室で捕鯨の歴史を学んだあと，内海町ボランティアの会のみなさんに内海で取れた新鮮な魚やエビを使った昼食を作っていただきました。そのあと，横島の史跡を巡りながら入双海岸へ行きました。海岸では環境調査のために，生き物や海藻などを集め，見つかった生物で海のきれいさを調べました。最後に今のきれいな海を来年も観察できるように，全員でビーチクリーンを行いました。

内海町に初めて来られた人も多く，歴史や自然に触れ，内海の魅力を感じてもらえるツアーになりました。


人・まち・ふくしフェスタ２０１６＠うつみ・ぬまくま

ローズパーティー　ボランティアスタッフ募集！

とき　１１月１３日日曜日　１０時から１６時

内容　イベントの運営(ゴミの分別・音響・受付・工作補助・ステージ補助・販売など)を行います。

場所　沼隈支所・サンパルホールです。(小学生以上対象)

申込み・問合せ　南部生涯学習センター　電話980-7713　ＦＡＸ987-2382


報告　「ヒト・モノ・情報」マルシェ

７月２４日日曜日沼隈町中山南にある，平家の館で「ヒト・モノ・情報」マルシェが行われました。この講座は，フランスの朝市(マルシェ)のように，新鮮なモノや情報を集め，参加された人が，町の魅力づくりをするヒントを見つけることをコンセプトにしています。南部地域で活動されている団体・個人の人に，日ごろの活動の発表や特産品やおすすめの品を出店していただきました。

　発表は，「猪之子神楽保存会４０年のあゆみ」「沼隈発　古民家再生と柿渋づくり」「地域おこし協力隊の活動」「平家谷しょうぶ園・つばき園のなりたち」「内海に移住してみて」をテーマにそれぞれ，行っている活動や，実際活動してみて困っていること等をお話ししていただきました。発表の後に，会場に来られている人にも自分はこんな活動をしていますよ！こんなイベントがあります！といったＰＲをしていただきました。

　せっかく素晴らしい活動をしていても，地元であまり知られていなかったり，団体同士が話しをする場がないなどの課題をこの講座で，もっと広く活躍できる場を増やすきっかけにしてもらいたいです。


熊野学区　人権問題講演会
地域で見守る高齢者サポート　ｏｍｕｓｕｂｉ(おむすび)がつなぐ世代間交流
※おむすびはシニア世代と大学生とクリエイターが協力してつくる見守りや世代間交流を目指した東灘区の情報誌です。

とき　９月９日金曜日１９時３０分から２１時

ところ　熊雄公民館　２階大会議室

講師　鎌田　あかねさん(神戸市東灘区社会福祉協議会　地域福祉ネットワーカー)
講師からメッセージ
私たちの役割は目に見えていることを解決するだけでなく，当事者が「どうやったら地域に包まれて暮らしていけるのか」という視点で考えていくことが大切だと思っています。
駐車場・手話通訳あります。

入場無料です。

主催　南部生涯学習センター


ボーノさんのささやき
８月と言えば，８月６日の広島原爆投下，８月８日の福山空襲，８月９日長崎原爆投下，8月15日終戦記念日と平和について考える機会が多くあります。終戦から７１年が過ぎ，当時の話を直接聞けることが少なくなっています。もちろん，本や映像で学ぶこともできますが，やはり生の声を聞くとい言葉の重みや，強い思いを感じることができます。

広島にいると，８月は平和学習をする機会がたくさんありますが，全国的にはどうでしょうか。

私は平和というのは，人によって違うものだと思います。歴史を学び，現状を知り，自分なりの平和を考えることで幸せで安心して暮らせるようになると考えます。今，日本は戦争をしていませんが，戦争をしていないから平和と言えるかどうかわかりません。各地でデモ行進や署名活動などが起こっています。自分は平和だと思っていても，日本の別の場所では平和でない状況と戦っている人がいます。せっかく学習の場が多くあるので，参加して自分なりの平和を考える機会にしたいです。



視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。






























